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シャ時代の oIKoνoμiα (家庭規範)より，Hand Craft (家庭手芸)一→HomeHold Arts (家恨技
術〉ー→ DomesticScience (家事科学)ー→ HomeEconomics (家政学)と進歩してきた延長上
にたって山，生活学TheScience of Living(31 ，こ昇率させる乙とに社会的な存在意義がかかって
いるといって過言ではなかろう。すなわち生活学の体系の中にはi!'j白科学と称すべき，主として消費
物資と述らなる食物学 ・被服学 ・住居学等の個別科学と，生活福祉学と称、すべき， 主として生活者と











































調査(担当 :故伊藤正文教授，主査:上林〉に始まっている (6)。 また当時すでに農村における生活
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住宅5種類(独立台所 ・風呂付 ・8帖 ・4.5帖，独立台所 ・6帖 ・3帖，独立台所 ・6帖 ・4.5帖 ・3
帖， リビングキッチン ・6帖 ・4.5帖 ・風巴一一テラス ・ハウス，独立台所・風E付 ・6帖 ・4.5帖・
3帖〉合計約 1∞戸を調査対象としたもので，正確をWJすためにすべて立入り即物調査をしたもので
ある(そのため1住戸の調査に2人の調査員が半日を要した)。台所iζ関して調査した項目は，食器
・調理器具 ・家具等の所有量， 棚の増設 ・台所の管理程度， 台所設備に関する主婦の主観等であっ
Tこ。
本調査によってえられた重要な知見は，先づ予備調査によって明確になった乙とであるが，食器 ・














b. 食器 ・調理器具の所有量は収入と殆んど相関しない :ー一都市のホワイ ト・カラ一層というよ
うな中間階層を対象にすると，1住戸がもっ所有量は収入とも殆んど相関しない。 乙れも以後の調
査研究で確認している。
c. 食器 ・調理器具の所有量は職業と殆んど相関しない :一一所調公団階厨を対象にすれば，管理
職 ・一般職員 ・公務員 ・教員 ・医者 ・商庖主等の戦業と，これらの所有量には相関性がない。なお
以後の調査研究より観察すると大会社の役員等の場合では所有量が大になっている傾向がある。




e. 食器 ・調理器具の所有量は台所面積および収納空間と相関する :一一調査の結果，5種類の台
所規模と造付け収納空聞に完全に対応して所有がなされている乙とがわかった。乙れは以後の調査
でアパートの台所と一戸建持家住宅の台所の場合を比較しでも明瞭にあらわれている。
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( 8 ) 
舟婿 ・前原 ・北布1i・下河内 ・上林:台所探司自化IC関する基礎的研究 -47-
五ラスチ 74崩有率喜有個~I 使用率 12用個21 賎入率 11 lijf$;古一 町 一一耳「 渇l所村中1所有個数:~ffl中使用個数| 麟入率
% 偶 956 3 個5 % % 5倒.0 % 倒 9ぢ皿 類 一 3i: 鉢 一
大 Jm 4.2 一 一 ー ふたもの 一 50 9 
r:fl Jm 一 7.8 一 コ "/プ 100 4 
血 6.6 盛かど 2.2 
特小 m 一 一 オードプル 1.3 一
ランチ皿 2.0 一 エッグ 1.5 スタンド
鉢 類 50 2 一 飯 碗 一 2.0 一
盛鉢(Jil) 一 1.6 一 一 一 薬味入れ 1.0 
中 鉢 一 4.0 一
ウイスキー
グラス 一 2.0 




________1 所有率 l:r有期佼用寧 |主周囲~II--一一---1 所有率 |語有妥|使用率 lZ用回妥.--
両 手 ナ " 
I∞ % 4.2 98 うらどし 4% 1 1.1 25 
片 手 ナ ，、』 1∞ 3.6 1∞ 11. どみ入れ 41 1.0 一
フラ イ r~ ン 100 1.8 96 5. ガ「ス管予備 41 1.1 一
ヤ カ ン 100 2.6 100 11. 電気 ;r. γ ト 41 1.2 14 
ザ Jレ 1∞ 4.5 1∞ 9. 天 ぷ らナベ 37 1.0 70 1.U 
;f. 一 Jレ 1∞ 3.9 96 9.4 ノマンケ ース 37 1.0 
て7 ナ 板 1∞ 1.~ 100 ー ポ ツ ト (2) 33 1.2 69 2.8 
盆 1∞ 5.9 一 一 飯炊きナ ベ 30 1.0 一
トースター 96 1.0 82 4.5 b、 り ナ "" 22 1.1 17 
す り 鉢 96 1.2 50 1.8 釜 22 1.5 
自動炊飯器 89 1.0 100 8.2 ホット プレート 19 1.0 30 
洗 し、 桶 89 1.2 一 リ川 ヤ 一 19 1.0 。
洗 b、 台、 ど 89 1.2 一 鉄 板 19 1.0 38 1.5 
コーナ一周どみ入 89 1.0 一 ナ ベ 燐用 ナ ベ 19 2.2 。
つげ物たる 85 1.0 一 一 タ イ '7 一 19 1.0 。
ス キ ナ
"‘ 
78 1. 26 1.3 ジュ ー サ ー 15 1.0 13 2.0 
土 ナ ，、- 78 1. 2:! 1. ~ gp 器 15 1.0 5c 4.0 
中 撃 ナ " 74 1. 65 2.6 鉄 ナ "・ 15 1.0 
。
ノ、 カ 70 1.0 47 一 ホ ー コ ー ナベ 15 1.0 。
ム シ 器 70 1.2 58 1.7 の し 板 11 1.3 。
タマゴ焼き 70 1.2 78 2.5 ジンギスカンナベ 11 1.0 33 1.0 
魚 あ み 67 1.0 50 1.8 鉄 ピ ン 7 1.0 。
も ち あ み 67 1.0 g 1.3 セ イ ロ 7 1.0 。
粉 ふ る い 63 1.3 28 プラスチック 7 1.0 50 つけもの~
テーフルコンロ 63 1.1 40 2.0 ゆ き ひ り 7 1.0 25 
;J! ‘';1 ト (1) 59 1.5 30 9.7 た乙焼鉄板 7 1.0 。
'‘t ';1 ト 56 2.7 86 3.0 あら れ いり 4 1.0 。
、 キ サ ー 48 1.0 幻 1.2 義 経 ナ r、. 4 1.0 。
す し お け 48 1.0 17 電気 ナ ~ 4 1.0 。
魚 燐 き 器 44 1.1 50 1. 31 












ナ---------，所有率露有司使牌雇用回妥1---'所有率 !言有 語 使用率医用田富
タマ ジャクシ 10第0 3 100 皮 ム キ 44 1.0 38 
フライ返し 100 、句 100 ト イ シ 4 1.3 
し や も じ 100 3.1 100 一 フ イ ス 型 44 1.1 1C 
ほうちょう 100 3.1 100 一 ノ、 ケ 41 1.0 。
さ い 1;( し 1∞ 3 1∞ ノ シ 棒 37 1.0 。
バタ ー 入れ 1∞ 2.0 金 ぐ し 37 1.0 17 
タ ワ ソ 1∞ 2.4 一 な み き り 37. 1.0 。 一
お ろ し 金 96 u 74 す し 型 u 1 
2長 ζ し 96 2.4 56 一 チ ー ズ切り 1.0 11 
れ ん ぎ 96 u 44 一 マッシュ器 1.0 
あわだて器 92 1.6 38 一 調理用ヘ ラ 1.0 一
弁 当 箱 92 4. 一 ー氷 わ り 1.0 
ス タ. レ 85 1.0 E 一 液体温度計 19 1.2 
計量カップ 85 2. ~ 8i ー おにぎり型 15 1.3 
菜 子用 具 78 3.0 35 玉子分自E器 15 1.0 
計量スプーン 74 1.4 7~ うどんあげざる 15 1.0 。
ぴ ん がt い 74 1.5 。 ーチーズおろし 15 1.0 13 一
か う おかき 70 1.0 48 万能乙し器 11 1.0 60 一
だしあげあみ 67 1.1 85 一 7)< か き 11 1.0 。
玉子 切 り 67 1. 3 一 竹 ぐ し 11 1.0 。
じ よ つ ど 67 1.1 15 ーし ん抜 さふ 11 1.0 17 
コ- ム ，、A フ 63 1.2 40 一 いちどべたとり u 。
あなあきおたま 59 
， 
1.6 74 7 1. 
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第6表 J:iいおき食品の使用状態
抑制ZZZ
米 ぴ つ 1.0 
野 菜入 れ 1.1 
2長 缶 4.0 
t ピ ン 3.0 
5 メ日ぉ、 ピ ン 2.2 
泊 カ /' 2.8 
古 油 カ ン 1.0 
砂糖(貯蔵用) 1.1 
塩 ( " ) 1.0 












塩 100 気5 ケ チ ヤ 、'J プ 100 96 ポ ン 酢
4 96
砂 と つ 1ω てF ヨ 不 一 ズ 1∞ シ ロ 'J プ 4 
し よ つ ゆ 1∞ ス 一プの祭 62 ハチミツ〈黒ミツ) 'lJ 
味 の 索 類 100 ?と し の * 38 ベーキングパウダー 50 ソ ス 1∞ チ ャーハンのm 8 食 紅 ロ
第8表 呑辛料の所有率
竺一一一一一J所有率 「 一一一一一J所有率 1-一一一一一J間半
乙 し よ つ 1% ∞ ナ ツ メ ツ グ ~ グ ロ 一 プ ス ! 
カ レ 一 粉 96 八 角 4立 23 セ 一 ジ 4 
カ フ ジ 88 タ カ のつ め 15 ノf プ カ 4 
ワ サ ピ 73 オ ー ル スパイス 12 ブ イ ヨ ン '4 
七 味 62 オ ユノ オ 8 チ ヨ 一 :; 4 
ガ 一 ツ ク 62 クリ ームターター 8 シ ナ 香料 4 
庇が り し粉 .50 セ ロ 一 4 エ ツ セ ン ス 69 
粉 チ 一 ズ 42 タ イ ム 4 シ ナ モ ン 切
ロ 一 よ巴 38 ノマ セ 4 チョ コレ ー ト 23 






( 11 ) 
-50- 住居学
第9表 乾物の所有率
一 一 一一一 J 所有率「一一一一 J所有率1-一一一 一 J 所有率
し L、 た け 96 分5 ゼ フ イ ス 56 38 し ら fこ ま 粉 31 96 
ζ ん ぷ 92 か ん て ん 23 ぐ ず 粉 19 
けず り ぷ し 80 .， メ (3) 19 ま め 粉 19 
ふ 80 千 物くさか な〉 23 わ り ぴ 粉 4 
の り 73 き く り げ 8 -マ カ ロ ー 73 
乙 うやどうふ 73 ゆ ば 8 スノマゲッティ 65 
l乙 lま し 69 干 え ぴ 8 う どん、 そ I 42. 
わー か め 62 ひ じ き 4 ソー メン、ピ{フン 38 
春 雨 62 コ プ 竺ヨF キ 8 * の 実 34 ゴ マ 56 め り けん粉 88 ホッ トケ ー キ粉 15 
.マ メ (1) 46 ，</ ン 粉 77 ポ ア ト 19 
マ メ (2) 42 カ= た く り 77 




















・月刊雑誌 :栄養と料理，女子栄養短大， 1962~ 3年度。
.婦人の友社編 :主婦日記附表，1961~ 3年度
.朝日新聞家庭欄掲載「献立表J1963年度
( 12 ) 



















物 | 白書 カツレツ+粉ふき芋+サラダ
o O~ コロッケ+生野菜+スープ














第1表 調理法別 件 数
実態調査の献立 代表的献立 選定献立
調理方法
件数 | % 件数 | % 件数 | % 
煮 物 147 17.1 7 14.5 8 17.1 
焼 物 141 16.4 5 10.4 7 14.9 
t易 物 61 7.1 3 6.3 3 6.4 
-2e1q-E - 物 14 1.6 1 2.0 1 2.1 
妙 物 48 5.6 4 8.3 3 6.4 
生 物 107 12.4 6 12.5 6 12.7 
Fト 物 1回 21. 3 10 20.8 10 21. 3 
和 え 物 126 14.6 10 20.8 7 14.9 
そ の {也 34 3.9 2 4.2 2 4.3 
計 861 48 47 
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114図 調理台使用巾の変動
〈ハンパーグ+生キャベツ+野菜煮込み)
( 14 ) 
舟綴 ・ 前原 ・ 北制i ・ 下河内 ・ 上~ : 台所積当事化IC関する蕊鎚的研究 -$3ー、p
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君臨8図 書置理台使用 巾 の変動
(コロッケ+生キャベツ+スープ)
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第10囲 網迎合使用 巾の変動
(ちらしずし+すまし汁)


























器 兵 名 流し台掬現台|コンロ|
l台 君号 具 名
両手ナベ(や22 ) 4 1 j~ . ， ト (小〉
片手ナベ(や20 ) 1 1 す り 鉢
片手ナベ (O20浅) 1 1 1 ま な 板(大〉
片手ナベ(や20深) 2 ま な 板(小)
片手ナベ(や16 ) 8 4 油 カ ン
片手ナベ〈や14 ) 5 1 包 丁(万能〉
フライノマン 5 包丁(ペテナイフ)
中華ナベ 5 包 丁〈出匁)
魚焼き器 3 玉じゃくし 1
もち あみ 1 網じゃ くし
蒸 し 器 l フライ返し(角)
卵焼き 5 フライ返し(扇)
ザ Jレ(盆ゃ30) 4 泡立て器
ザ Jレ(盆1，624) 1 6 おろし金
ザ Jレ(丸や20) 11 し ゃ もじ (丸)
ザ Jレ(丸や18) 2 2 し ゃ も じ(角)
ザ Jレ(丸1，616) 5 4 レ ユノ ギ
ポ ー Jレ ( O24) 2 ゴムベラ
ポ ー ル ( O20) 2 11 計量カップ
ポ ー ル(t，618) 6 15 計量Eスプーン
ポ ー ル〈や14) 6 17 弁 当 箱
j~ ツ ト(大) 1 油 ひ き
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回 問中山 岡市〈日 器を用いる場合2口で充分であるから，第14図のような組合わ
図
G) せについて検討すればよい。図同何日ゆ 63帽 中 1)および 2)のケースは実験
中出現せず，3)のケースが lat
第14図 家庭用レンヂ適正規模の験J;t だけあった。従って一般にはi:J!





本実験については本教室発表文献⑪1[，フノレ ・レポ トー に近い内容で公表している。乙乙では要約
して内容を示す。
住!苦学
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(ii) エネルギ一代謝の測定は DouglasBag を用いて採取したl呼気を，労形式小型呼気分析器
を使用して定量した。分析は20CC土0.3の恒温室内でおこない安定した精度の高い測定値をえた。


























の関節 (z)までの寸法をとり， 適正高さを Hとし，
a， b， c， dを夫々の寸法等にかかる常数とすれば， 高
さ関係のみを求める l次元のリンク装置
第14表 被験者適正高さ諸元
被験者 |身長 |悶 xl上腕yl下腕 zl実験HI(2)式Hは，
H =ax-by-cz-d 
???
N 162.5 132.引 33.6 24.1 87.0. 85.0.5 
Y 1開.4 129.0. 31.8 23.5 84.0. 83.0.3 
K 154.2 126.0. 31.3 お.5 81.3 81.46 





















































もう lliJiはコーヒー 茶腕でもよい。 (6)























































































































フォーク( 11 ) 
スプーン( 11 ) 
ナイフ(果物用〉







































































































































































1. O20ClI (hl0ca) 
2. O20ClI浅 (Jz6C1l)
3. l8CIJ深 (h15ca)






























































































































































( 25 ) 
根~，繋菜




















( 26 ) 
c，:to 
















第19図 ポ ー ル， ザ Jレ類 の収納
( zl ) 
一回一
?







































第24図 炊飯器， トー スター， ミキサ ，ー 魔法ピンの収納
















































収納7・)1.- 7・tL.た.手JllL t~恥るにさ，て 9号待u
12枚'fh'tみたじろ 10c<It前後司 1.，~にかJ 充分
滅的~~きで あ，たので 12枚重料亭l! t.I~ .
綱 のあさ持決え1:事，.t:t ~...~舟科き 仰を殺み重#>1:ュ
;t，! 1=ー吋'，"11忠晴す・恥1t.-*争をみこんで決定μ2・せの鈴~JlI!.婦の収納1:1% 1350" 260 X 1$0....のS.f賓
がぽ容であ? 金1:.内 収納1:4>た~ll;t -勺同4網忙 なるt~.1..た同"
噌れ喧乱の 収納グルヴ・両容積算えに あ '(1孟 争
第28図 皿類の収納
( 30 ) 
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i 中 毒事 H 持毒事 1 

























































主1:食孝周の調ロ耕ヰ、 常備食品 (ぴんついめ ジャム類)
茶類を一つの収納ゲ}レー 7・にした.
その結果 、これらの収納l三時 800X 260x 200瓜汎
の容積が必要である
第"32図 食 卓 用 調味料 食品の収納







0800080 r @位量 ( 1 . 2.) 






























M 18表 建築モデュ Jーレ寸法 (J1 S， A-0001) .. 
10 1∞ 1似)() 1∞ 35 お0 35∞ 
1080 袋詰日 ぉ∞
1120 375 3750 
120 1筑)() 40 4∞ 4は)Q
125 1おO 4320 
135 1おO 45 450 45∞ 
140 14∞ 480 48∞ 
1440 50 5∞ 50ω 
15 1印 ぉ∞ 540 M∞ 
1的 1叙)() 目。 ぉ∞
175 17回 57印
180 1以)() 伺 創)() 6似)()
1920 640 臼00
20 200 2000 675 6750 
21印 70 7ω 7∞o 
225 2250 720 7200 
240 24∞ 75 7印 75∞ 
25 250 ぉ∞ 80 8∞ 8似)()
270 27∞ お40



















2， 3， 4， 5， 6， 7を基数として2倍列，3倍列，5倍列の数列を等比級数的考慮と10進法的よ
お却 90 筑)() 気削











系の Moduleによって決定さるべきものと考える。 また台所段器のうち， 冷蔵庫 ・皿洗機等は上A
の取付け家具と同様な空間の占有状態を示すから同級な原理によって決定さるべきであろう。炊飯器
・トー スター ・所，mミキサー ・4上コンロ等の比絞的大型の調理俊器は元米収納さるべきものである
から，その外法 ・内法・録品等全部Z系で決定すべきものである。以上の関係、を第四表にまとめて示
( 35 ) 
-14ー 往 居 空宇
す。乙の原則に従うと台所作業台の高さはA .19表 生活機~モデュ ー Jレ
系とすべきであるのに，NIζのべたように使 生活相良器 モデュ ー ル






いる。すなわち作業台 ・概の高さ等の決定は 外法 J 15 z-8印1
例外的にZ系で扱はざるをえない。 ui)その他の緩器 〈内法 J 15 
z-絢 1)
盆草 JI5 A αーlO1
2. .準食器・園理骨量具の毛デュール的倹討
前項でのべた問題の後者を含め，前章で先に決定した標準食器 ・調理器具(第15.16，17表)の寸法
につきモデュール的検討をお乙なう。乙れらには JISZ筋01を採用し， 1 ~10胞においては R10，
1ル~1∞聞においてはR20， 1∞~1飢)()聞においては R40を用いるのを原則と した。先に決定した寸法
第 20表 怨司直食 gl}の~単寸法
忠目 |数量 l直径I高サ，厚サ 考 |品目|拙lJ径24サ|儲 考
飯 1 56110 果物ナイフ 6 1ω 
汁 日 8 H フォ ーク 6 150 
話量 たて長型 ティー 12 130 スプーン
12 日本茶用 バター 2 1叩ナイフ
1tt 須 1 紅茶用 暗・ピzユヲプ茸一ー，ン 1組 250 
ポ ッ ト 1 1種は ~子 1 笈)() 63 
紅茶碗 2種 コーヒ一周でもよ 菓子取 6 140 20 b、
12 三つ重ね一組 かど 1 笈)() 40 
2 71 茶 6 125 1 
たもの 1 125 1251 |三つ重ね
マンケース 1 13Ox2!苅 130 
ゆ 111118
プラスチッ2...3 l 残りもの入クふたもの
小 2種 18 サトウ 2 
特小 6 1 101 ~18 ミルク 1 
フタ付 6 I 90! 7]25 茶慎重まし周 ソース 1 
~ .D1I 2 1375 x 250J 251 10 だ円議よ皿をい しょうゆ 1 I )食卓淘-~~190として 1 も
化学調味料 1 
魚皿， fl1Dlでもよ イタ ー入 1 b、
警E
(ガラス






















































































































































































z. ~% z. 1同
門門門トオ
0< OC QC 
n = 1 ; 
重ねの l個当り厚さ (p)の収納寸法をあたえる (28)。
第36図 主主ぺた時の汁ζ げ'























( 38 ) 




宮町0;. 1. .• t" 事~.. 内法寸法のみを示し，2つの




し Iゐ。 ぺ~1. '200 に示す。各寸法の端告別ζ示された数














































( 40 ) 
f守備・前原・北浦・下河内・上林:台所線噂化IC関する基礎的研究 -79-
1122表 食生活観，バターン分けの試み
住戸番号 12345 6789ro llullM ~wvmwæn~~~~~v 
和E・鉢 Sき数 22 45 95 ~ U 49 44 V 104 79 51 51 80 36 34 77 a 18 26 14 31 30 30 39 56 a V 
所 洋血・鉢総数 ~n~~D45W22æ%mææWæ~6llæ~n~w~æ34~ 
手I
ガラス食器総数 w~u æ7n~36 MæW 8~M~W0 672UWU~~VM 
プラスチγクj総数 5 2 460 3 0 14 41 0 5 7 4 15 7 6 13 6 1 6 2 3 6 16 I 8 2 8 
状 以 上 総計 8411臼199554lli 92126142192 92 92 208 73 8215232 36 67 a 67 79 74 134122 73104 
態 調理家具品回数 77~~~Ø 54~56~~~~~æ~~ Mæ~ü~hl ~~~æn 
食器品回数 3939印 4241 52 42 45 42 47 41 a 51 41 40 47 a 39 35 a 46 43 42 44回 4242
所有ランク_gIJ 11I IJVIIIIIIII III¥'VNVI¥IIIIII 
調理器具使用品目数 32 -31 æ 幻 ~2634n30vvæ30æ~ææ~~wææ~~~n
食器E使用品目数 25 - 1918 26 ~ 11 V ~ 21 ~ ~ a a ~ 21 14 17 1820 21 32 ~ 2117 1934 
使用ランク別 1-1 111 V 1 1 1 1 1 1 1 1 JVV V JVJV JV 1 1 JVV JVI 
料理専門舎所有数 3 U 12 7 I 0 1 00 10 8 9 7 3 4 12 0 4 3 3 4 15 0専専 8
香辛料所有品目数 8 9 109 10 7 5 U 4 12 10~ 14 1 9 9 6 7 4 5 7 1012 9 8 9 ~
食生活iζ対する興味 1IIIIJVlfIYIIIIIIIVIYJVIYIVIIIIII 




























































































( 43 ) 
- 82一 住居 学
食生活観を次の6つに分けた。すなわちA.超越型"B.享楽型，C.向上型，D.保守型，E. 
楽天型，F.無意欲型である。 乙の内，中間階屈に最も多いのは向上型であり約半数， 次いで楽天型
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